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2018 和 3』31HD の JAXA の 目標 を 達成 し て いく た め の 
計画 で す 。2003 年 10 月 に 発足 し た JA XA に と っ 
て 、3 期 目 の 中 期 計画 と な り ま す 。 
。 宇宙 基本 計画 で は 「 宇 宙 利 用 の 拡大 と 「 自 律 
性 の 確保 た いう 2 つの 基本 方 針 と 、「 外交 ・ 安 全 保 
憧 」「 産 業 振興 」[ 宇 宙 科 学 等 の フロ ンティア 」 と い 
う 3 つ の 重点 課題 が 示さ れ て いま す 。 JA XA の 中 
期 計 画 は この 基本 計画 に 基づく も の で す 。 
現在 日 本 の 宇宙 や 航空 を めぐ る 内 外 の 環境 は 
大 き な 変化 の 中 に あり ます 。JAXA が これ か ら 何 
- を 目指 し 、 そ れ を どう 実現 し よう と し て いる の か を ご 紹 
介し ます 。 で 


2013 年 4 月 、JAXA は 新しい 中 期 計画 を 発表 . 
し まし た 。 中 期 計 画 と は 、 今 後 5 年 間 2013 年 旨 Iー . 


画像 抽 QS 底 
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INT は ロロ ロリ ロビ TION 


AXA は 2013 年 4 月 か ら 65 カ年 の 第 3 期中 期 計 
画 期間 に 入り まし た 。 巻頭 特集 で は 、 新しい 
中 期 計画 で の 取り 組み を 、 奥村 直樹 理事 長 を 
は じ め 各 部 門 の キー パー ソン に イン タビ ュー。 
JAXA 一 丸 と な っ て 取り 組む 事業 内 容 に つい て ご 紹介 し 
ます 。 中 期 計 画 の 主要 ミッ ショ ン の うち 、 今 号 で は 、 国際 協 
力 で 実施 る きれ る 「 全 球 降水 観測 (GPM ) 計画 ] の た め に 開 
発し た 「 二 周波 降水 レー ダ (DPR)」 と 、 小惑星 探査 機 | は 
や ぶる 2」 に つい て クロ ー ズ アッ プ し まし た 。 「GPM/DPR」 
の 小嶋 正 各 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ と 、「 は や ぶる 2」 の 國 中 
均 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ に 、 そ れ ぞ れ の ミッ ショ ン が 私 
た ちの 暮 6 し や 地球 全体 に ど ん な 成果 や 可 月 旨 価 を も た ら す 
の か 、 詳 し く 語 っ て も らい まし た 。]AXA 最 前 
線 (19 ペ ー ジ ) に は 「 は や ぶさ き 2」 に 搭載 
する お 名 前 や メッ セー ジ の 募集 キャ 
ン ペ ー ン も 掲載 し て いま す の で 、 た 
くさ ん の ご 応募 お 待ち し て お り 
ます 。 
あら め ゆる 命 を 未来 へ つない で 
いく た め に 、]AXA は これ か ら 
も 宇宙 ・ 航 空 が 持つ 大 き な 可 能 
性 を 追求 し て いき ます 。 皆 さま 
の ご 支援 、 ご 協力 を どう ぞ よ ろ 
し くく お願い いた し ます 。 


JAXASs ,, 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 
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太陽 面 に 突然 現れ た アー チ 橋 
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吉川 真 

宇宙 科学 研究 所 宇宙 機 応用 工学 研究 系 准 教 授 


宇宙 広報 レポ ー ト 
鹿児島 天文 館 に 
宇宙 情報 館 オ ー プ ン 


ー 抽 科 学研 究 所 教授 宇宙 科学 広報. 普及 主幹 
阪本 成 


JAXA 最 前 線 


事業 所 等 一 覧 


表紙 2013 年 4 月 に JAXA 東 京 事務 所 は 神田 駿河 台 に 移転 。 
神田 川 が 流れ 緑 あ ふれ る 街並み を 背景 に 立つ 奥村 直樹 理事 長 
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| 一 番 大 事 な こ と は 、 


%% で ev 守 和 回 慰 セ > 天守 さ 2 
2096906 た 53 定休 箇 只 つ いり 写 坦 り 
財 い どら 2keG や セ 谷 8 の つり 7 
選 直ぐ 寺 ぶ れ で や りあ びに 掃 つ っ 
還 玉 半 下 括 つ ビス ラン つう 愉 HE 
りら ^ 凸 攻 8 員 さ いっ 2keS ら ゃ " 

ーー の で で ロー で っ sp” 下 軒 G 
で へ 中 S ペ ーA WAS 激務 りら ゃ SG? 
算定 そめ % ン 晶 * ら の つう 必 りつ 
3 葵 症 り 下 製 会 装っ つっ 心 り っ ) 
%” 議 D 終 着 表 軒 6 緒 P ゃ | 四 つ 
り 枯 路 つ りつ) 麗 折 公 で 把 
下 % ら ーママ で 全 肌 久 ら 宮 < 
GQ 議 りり 刻 で ロス っ ン お るり 8 条 
2096G 拘 一 作 旨 虹 吾 つら くう ン 
りつ 余 和 区 じ " tvG 妨 銘 り so 斉 
32SG 民 会 で 寺地 NN や KK 
つ を を っ 0G り psO 5 心 外 NR 多 貞 
司 巡 ぐ 中 息 ぐ べつ 性 史明 で らく 


全 さ ン し 6 人選 a6 和 や で " 

ー 一 絶 @ の 察 ぐ 芋 宗 窟 還 全 蛋 が 
fm で で っ 愉 っ の 計 撤 半 各 押 昌 
kei : 

中 | 
SN 0 6 

9 人 

Ye 党 巡 人 
っ w 画 セ : 本 
狐 言 G 葉 入 さ : 日 
選 。 幅 ン 過 筐 下 誤 3 上 画 
飼 垣 本 井 9RS 人 < 
ドリ 忠 引 く h 6 度 現 
生き 証 全 表 の 全 る 6  m 記入 
還 委 仔 全 品 @ 印 寺 想 8 
貼り 明 6 本 招 O E 下 ち 
マロ を は 於 ロ 放 胡 人 s : m 世 名 
リド 堅め 普 睦 章 凌 : 葉 
記 思 責 | 映 弟 ロ : トロ 5 
Si 選 SG 3 飲 : 4 4 
馬 柏 S や 提要 無人 
他人 DOIJ 展 ロ りう ) 
近 べ 各 飲 宮 束 環球 似 : 介 に ま 
思 民 二 舞 ご 6 昔 諾 : 玉 蝶 瞬 


先端 的 基盤 的 な も の に さら に 特 化 し た 研究 開発 を 行う 


て 人 ト 8 還 手 ら 人 近世 つ 6 や で 
ら つ 尺 全 トペ の 387 77 
ミ 」 つつ い 棚 皿 %% 有り っ が 6 
ー 一 列 観 医 似 G 尋 公 全 で 押 つ っ 
富 HHR 装 集 近 革 付 ら っ で 麗人 で 
こん ここ ゃ 

委 定 バー 理路 公 坦 革 会 の っ 愉 
綱紀 全 紀生 休 り 及 8 記 公 1 
星 迫 っ だ 洛 漏 ら じゃ” 個 藤 宮 職 國 つ 
っ い G 麗 折 和 ちら 志 aek0 りつ 
96 っ Jo2JS で 6 や で "直交 人 和 図 宮 
や 条 ns ン Z NKK の や つり 握 車 
PMSNE' ぐ SYSR こ いれ る た GS ぐい 
公記 G 畠 藤宮 各 選 選 りゃ 家 
串 性 語 議 GS 豆 ぬ op 必 で 衝 写 
で 5^ 窟 陣 G 志 っ 康 つ っ 豆 帳 G 堅 
章 め つ お お りつ 篤 迄 ら が や " 細 製 公 
震 ン xevo” | 慌 ち ロ ー 邊 一色 日 
寺 ら 富 ロ セ *oG 公 識 つ ン Ste" 


つり っ oe 本 倒 / 書 箇 中 の つり 邊 
RA くし 半 父 りう っ あ 麗 っ 
つっ 心 生 で ヘー8 父 で が 生 会 " 
耶 つ マ コマ で 6 中 編 守 つっ ト 
ロー 作り く で で ちら セ 全 で 玖 
観 公 換 正 公 つく] | 胃 家 半 ら きせ 
マン ] で 和 肖 制 :mee 秋 の 家 現 
ー ベ ペー ズ 公 ” 固 叱 つ で いり 地 垣 余 
SG で いり 議 選 で G 僚 誠意 ウ 
っ か が 選 う っ つう 昭 う っ が や My 守 全 で 
直 坦 誕 半 @ 忠 記 ら っ 8 の で 只 
部 々 ぐ ズ ペロ 明 関 を る 守 ロ 人 
を 収 句 称 代 っ が 生 倒 7 翌 品 
会 ご 膨 所 枯 ら 朗 似 つり っ 0 べ の っ 
*oe で ちら ゃ "An うっ で 庭 思 和 G 
つつ op ボ つ ^ 天 机 器 広 ぐ 短 
不 め 軸 m 呈 " 軸 和 和 王 定 甘 つ に " 
雪 つ っ 交 唄 幸 洛 つら っ お う 
っ 6 

押 臣 豆 中 居り うい の 7 ss 御 ) 字 
地 中 釈 @ 押 漂 杜 還 Ryo で つの ー 技 
りら っ 公 宮 で 人 8 や で て ロ 


う 、 


に 還元 され る よ 


会 
< 


れ ま で 以上 に 研究 開発 の 成果 が 社 


利用 拡大 の 取り 組み を 行う 
・ 大 学院 教育 へ の 協力 、 青 少年 へ の 教育 支援 な ど に より 


・ 技 術 基盤 の 強化 お よび 産業 競争 力 の 強化 へ の 


真 献 を 行う 
・ 効 果 的 な 宇宙 政策 の 企画 立案 に 資す る 情報 収集 ・ 


・ 宇 宙 を 活用 し た 外交 ・ 安 全 保障 へ の 貢献 と 
調査 分 析 機 能 の 強化 を 行う 


国際 協力 を 行う 
・ 政 府 が 推進 する イン フラ 海外 展開 を 支援 する 
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「 き ぼう] 日 本 実験 棟 か ら の 小型 衛星 放 
出 機会 の 提供 や 開発 支援 な ど 、 宇 宙 航 


空 分 野 の 利用 促進 を 図っ て いく 


性 能 と 低 コ スト の 両立 を 目指 す イ プシ ロン ロケ ッ ト 。 


打ち 上 げ 機 会 を 増やし 宇宙 開発 の 活性 化 を 図る 
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守 誠 め 胃 が 6” 写 臣 所 ポ く ぐ 壁 で 
尼 掲 圭 壮 征 玉 運 く G 岬 圭 率 
羽 - 了 tdEK 明 宮 人 く G 由 洗 SO 会 [ 手 
央 呈 志 民有 が 6 

り 宮 店 つ 記 倒 症 り 起 つつ っ 
SG" 「 振 二 漂 置 軸 ] ぐ りつ ゆら” の 
G 堆 媛 や ーー ママ 所 府 四 移 細 か es" 
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りつ っ つの っ 愉 G 倒 較 全 で G 淫 りら 
人 S で " 親 20 が 6 全 で G 察 起り 把 *@ つ 豆 
wp っ sm 拉 忌 G 罰 鶴 ロホ と ふさ へ 
公 和 や so 蝶 お め つ で 公選 業 工 つ で ひで 7 
ズ ベロ 吉 較 - せ は よ ネ ーーS 人 倒 和 4⑭ 親 
局 紀 〇 で へ NN つつ ゆり 
掲 押 や *on 表 塞 下 固 
ざ つ い 納 盾 つい こっ て 凄 季 
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樋口 清二 


内 エー ーー 呈 上 = 贅 
章 0 tl 11 時 
研 こ 克幸 放 * す 燃 界 リ 共 唱 o 内 
、 究 シ 送 
凍ら 引 会 箇 35 る が A 者 ジ 1 5 
ココ 叶 5 旧 を 456 リ リナ Ii 較 Eu 8 
MA 志 寺 性 | 
人 箇 新 立 の 揚 先 更生 人 ま 
に つ コ を 】 ーー ゝ の 日 の 2 
世界 に 応え 、 日 本 を 元気 に 402 め を し て 玩 で 信二 まき 面 コル 
JAXA の 中 期 計 画 も 第 3 期 に 和 に も 貢献 で き 、 ひ いて は 日 本 電 い 村 人 に で 発 ド 拉 | 
入り ます 。 第 1 期 と 第 2 期 を 振り が 元気 に な る 道 に つなが っ て いく ゃ る 人 5 に を 
返る ろ る と 、 ロ ケッ ト や 人 工 衛星 に 大 と 思っ て いま す 。 EE 宇 構 社 ま 1 ※ と 王 2 和 柏 で | 昌 Me 自 頼 
役 え 強 済 に 開 ン を の 寺本 鍵 仙 ・ し ま ょ し 昌和 只 則 す ヶ 利 を 着 と 一 
き な 和 失敗 も な く 、 宇宙 を 安定 的 ” ISS の パー トナ ー 国 の 間 で は 、 割る 化 の 記 発 グ 利 社 当 宙 よ 繁 会 な み 一 奉 ま と 1 ッ 用 見 実 人 低 と n 寿 れ 
に 利用 し て いく 技術 の 基盤 が で 今後 の 宇宙 開発 に つい て いく 加 中 し 提 術 生 通用 会 用 技 に イ が 出世 し 1 四 枚 堀 に Ri 呈 る 
きた と 思い ます 。 で すか ら 、 こ れ つか 合意 され て いる こと が あり ま き 二 pe 3 132 | 信 、 施 時 2 
こ て 選 o ヽ に た 的 宇 化 記 用 た ン 半 術 ン の 進 施 星 ト プ 飛 ロ 
か 5 は 本 当 の 意味 で 社会 に 役 立 ” す 。 その 1 つ は 、" 大 事 な シス テ し な 笛 に 巣 拡 役 測 フ ハ ラ / 見 る 果 ま 探 間 と の ぼ ま 人 ケ 
つ 宇 宙 利 用 を 展開 し て いく 、 さ ら 。 ム は 人 類 全体 で 2 つ 以上 持つ 人 卓 メ を 大 分 低利 を ノ ロー ゴ 且つ の あま 人 見 5 人 性 ツ 
に は その た め の 産 業 基 般 を し っ = きだ "と いう こと で す 。 例 えば 今 き 機 利 げ 基壇 野 リ た 律 活 フ MI 発 炎 手 本 試 能 す ト 
か り 作っ て いく こと が 大 き な 目的 は スペ ー ス シャ トル が な く な っ て し はり 区 用 の 1 aa ら 
に な り ま す 。 まっ た の で 、 宇 宙 に 行く に は ソ ユ "と 投 り 軍 人 保 り の 発 に ち め 打 頼 。 客 
ここ で ぜひ 皆さん に ご 理解 い ーー ズ 宇宙 船 し か あり ませ ん 。 これ し 術 組 全 “* 7 ゴゴ 上 組 基 と 10 上 な 5 人 性 
た だ きた い の で す が 、 技 術 は すぐ は と て も 弱い 体制 で す 。 以前 は 2 衛 た 戸 いい 


に 陳腐 化す る の で 、“ も うこ れ で 
ロケ ッ ト や 人 工 衛星 は 大 丈夫 だ " 
と 新た な 技術 へ の チャ レン ジ を 忘 
れ て し まう こと は 、 非 常に 危険 で 
す 。 宇宙 の 利用 や 産業 基盤 の 


拡大 が 第 一 優先 で す が 、 研 究 開 類 、3 種 類 持 と うと いう こと に な っ 念 
発 機関 と し て 新た な 技術 に チャ レ て いま す 。 有 人 輸送 シス テム も 隊 の >: 
ンジ する こと を 、 今後 も し っ か り と 国際 協力 で 作る 時 代 に な る か も 性 二 
続け て いき た いと 考え て いま す 。 し れ ま せん 。 その 上 で 、 月 や 小 惑 
この 10 年 間 で 、JAXA を 見 る 星 、 火 星 に 行こ うと いう の で す 。 
世界 の 目 は 大 きく 変わ っ て きま し こう いう 時 代 に な っ て くる と 、 日 樋口 清司 副 理 事 長 に は 世界 に 貢献 し て いく た め の JAXA の 取り 組み に つい て 、 
た 。 国際 宇宙 ステ ーション (ISS) 本 も 新しい 役割 を 期待 され る こと 


計画 や 宇宙 科学 、 地球 観測 な 
どの ミッ ショ ン を 一 緒 に 進め て き 
た 欧米 や ロシア か ら は 、JAXA は 
「 最 も 信頼 で きる パー トナ ー」 と 
いう 評価 を 受け て いま す 。 

さら に 、 先進 国 を 追い か け て い 
る 経済 的 に 元気 な 国 や 開発 途 


アメ リカ が 大 事 な パ ー ト を 全部 作 
り 、 残り を ヨー ロッ パ や 日 本 が 担 
当 し て いま し た が 、 今 で は 通信 シ 
ステ ム に し て も 生命 維持 の 環境 
制御 に し て も 、 人 類 全体 で 2 種 


に な り ま す 。 アメ リカ の シス テム 
の 一 部 を 日 本 が 担当 する と か 、 日 
本 が ある 国 と 共同 で シス テム を 
開発 する と いっ た 時 代 が 来る の 
で は な いで し ょ うか 。 実は 、1SS 
に 物資 を 運ぶ ドラ ゴン 宇宙 船 の 
ドッ キン グ 直 前 の 近傍 通信 シス 


安全 で 豊か な 社会 の 実現 を 目指 す 


それ ぞ れ の 抱負 を 語っ て も らい まし た 。 
込み ' を 感じ 取っ て いた だ けれ ば と 思い ます 。 
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上 国 で も 、JAXA に 対す る 期待 テム に は 、 日 本 の 物資 輸送 船 [ こ 
が 高まっ て いま す 。 これ ら の 国々 う の と り 」 の シス テム が 使わ れ て 3 麻紀 2 5 
は 、 戦 後 の 復 和 か ら ここ まで きた お り 、 こ うし た 時 代 は すでに 始ま 本 で こ す ー | 旧 + ゃ ミア 日 
日 本 を お 手 本 に し た いと 考え て いっ て いる の で す 。 それ ぞ れ の 国 ば 豊 め ロ 学 の 華 補 な 学 る 、 紀 宙 学 者 肖 前 9 藤 道 V ぼ ま ジ 本 
る の で す 。 アジ ア の 人 た ち 、 南 ア 。 が 国力 に 合わ せ て 自国 の 技術 を で を な ン な は 族 夫 に 品 と 若 類 は 開 の と も 4 全 全 人 8 朱 エ = ア の 
メリ カ や アフ リカ 、 ある い は トル コ 提供 する こと に よっ て 、 国際 的 な = の 時に に と 手 可 SS 発 フ イイ 疾 借 邊 や キー 本 の ょ ェ | 
を 含め 中 近東 地域 の 人 た ち 、 そ 貢献 が で きる 。 先進 国 の 間 で 成 せる 国 ァ 本 挑 協 を を 言 な 間 利口 入間 記 | 楽 ジ ま 1 者 き 
うい う 人 た ちの 期待 に 応え て 、 私 熱し た 協力 の スタ イル が で き あ が の に 人 失 す 系 る て 生 ン 部 ーー 軸 が と 志和 68 ほぼ 
た ちの 能力 を 生か し て いき た いと る こと を 望ん で いま す 。 を 宙 て 端 て た なさ 拓 財 し 色 命 用 < 国 ・ へ 標 憲 う 
考え て いま す 。 宇宙 を 利用 する 。。 こう し た 関係 作り の た め に も 、 本 お に 5 あの 成 と ぅ 28 が に 
能力 を 高め る の を お 手伝い する 常に 新しい 技術 に チャ レン ジ し て た 全 笛 と すら 外 皇 を 二 な 源 宗 ア 眼 々 帰 H 大 信 利 こ 資 放 を 
キャ パシ ティ ー・ ビ ルディ ング 、 こ いく こと が 大 事 で す 。 いい 技術 き 体 利 技 玉 杜 の 笛 し 宇 描 に 引 が 栗 の 違 本 き 頼 用 と 規 ド 
れ ま で 「 ア ジア 大平 洋 地 域 中 宙 を 持っ て いれ ば 、 世 界 か ら 買 いた な を 用 術 宇 大 大 工 て 第 像 っ せ 成 な 4 く SS 
補 関 会 議 (APRSAF) 」 な ど で い 、 教 えて ほし い 、 あ る い は 使い NN 記 二 を 0 斉 を 
進め て きた アジ ア 地 域 で の 防災 "た いと 声 が 挙がり ます 。 宇宙 は 日 時 きす ] 積 の さ 入閣 
構想 、 ア ジア 太平 洋 地域 で の 準 本 を 元気 に する 大 事 な 分 野 の 1 笠間 前 の し 2 省 舌 て ら 是 朋 
天頂 衛星 の 利用 な ど 、 私 た ち に つ 。 世界 の 期待 に 応え で いく 貢 凍 7 ご re 人 き ラノ 
で きる こと は た くさ ん あり ます 。 宇 任 が JAXA に は あり 、 そ れ が で き 所 半 上 ュ ぁ カ いい り 3 
宙 開 発 と いう 分 野 は 相互 理解 に る 組織 だ と 思っ て いま す 。 の RG 2 ネ 
も と て も 役立つ の で 、 世 界 の 平 人 員 る や の 
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薩摩 落 の 天文 観測 所 ゆか り の 地 か ら 
宇宙 を 発信 


児島 市 中 心 部 に ある 南 九 州 随 一 の 繁華 街 ・ 天 文 館 。 
その 一 角 に 2013 年 4 月 12 日 、「 宇 宙 情 報 館 」 が オー プ 
ン し まし た 。 この 日 は 戦後 日 本 初 の ロケ ッ ト 実 験 で ある ペ 
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和 ] 
人 AI 
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ン シ ル ロケ ッ ト の 公開 試射 (1955 年 ) が 行わ れ た 日 で 、 還る の べく 介 生 を 昌 の きま 放つ PP 天 ま や で し か の と や の の こっ の ら と 2 
世界 初 の 有人 宇宙 飛行 (1961 年 ) や スペ ー ス シャ トル 5 発 今 皮 まい 個 地 信吉 回 も な 填 呼 た ど 突 だ 芋 い 平 く 肖 久 0 波 財 な 波 た 上限 で 
の 初 飛行 (1981 年 ) が 行わ れ た 日 で も あり ます 。 9 本 9 中 間 款 陣 ちら ま れ 北 桂 す の な か 計 神 た 枯 が が 全て # は 人 衝 の 0 
天文 館 と いう 一 風 変 わ っ た 地名 は 天文 学 と 関係 が あ は ま 邊 そし の ま 閣 前 痕 石 な を ?「 を 約 す で て 集 拓 用 5 名 肥 に 公 を を し 農 旨 下 を 1 
り ます 。 由来 と な っ た の は 、1779 年 に 島津 家 25 代 当主 今 た 156 ま ? 球 ・ な 省 う 下條 よ @ ち 1 カ た 凍 Z 作 Pt お あび し し ャ の の ま 年 
で 第 8 代 薩摩 落 主 の 島津 重 豪 (し げ ひ で ) 公 が 設置 し た 則り 《 か い 援 近 急 提 て 骨 まる す も は 限 只 と て 條 今 で きせ と る 芝 より ンジ の 信 径 よ シ 和 
天文 観測 所 で ある 「 明 時 館 」 で 、 天 文 観測 を 通じ て 薩 動い 信 こ 近 で す あ ちる た ご < で 肝 わ も 人 後 鍋 た 時 の S 2 で 起 が だ パタ クミ 奄 ふ マク 1 
摩 暦 の 編 筑 に 用 いら れ ま し た 。 当時 幕府 以外 に 独自 に な が る 見 も る 径 も 上 と な 大 あく 崩 る 拓 私 実 < な 科 国 ! ・ っ 貞 ぁ ゃ お 馬 穫 7 A 中 
歴 の 編 自 を 許さ れ て いた の は 薩摩 落 だ け だ っ た よう で す 。 和信 修作 拓 全 は 條 人 な 地 3 生 の 遇 上 晃 な る 床 だ 生 貞 シ の 3 まま 間 モ らち 2 思 g 
天文 観測 施設 は 人 里 離 れ た と ころ に 置か れる の が 常 。 星 ま 惑 あ が 星 0 約 惑 き 上 方 ぁ 中 場 限 き 地 て し 処 出 箇 催 グ は な し は た ら 65 こ の が ア 
当時 は ここ も 人 通り が 少な く 暗かっ た よう で す が 、 ネオ ン 本 6 
が 深夜 まで 坦々 と 交 く 現在 の 状況 か ら それ を うか が い 知 了 い ピ いた と ネル る ます る あぁ も 大 台 < 対 か が も 
る こと は で きま せん 。 右 : 宇 宙 情 報 館 の 外観 。 壁 に 掲 答 比 高 【 人 で が きま ま ょ と で 人 を た を か 数 
今や 鹿児島 県 に は 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 と 種子 島 。。 5 れ た H-IA ロ ケッ ト の 20 分 の 1 機 正四 度 は を 細 る 回 誠 後 も モカ た だ 丈人 ハ 量 
宇宙 セン ター と いう ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 場 が 置か れ 、 唯 一 理 剛 の 半 に よる の 傘 ま 0 人 かれ ぶさ 破 還る 示 うた は で 間 
無 二 の 宇宙 基地 県 と し て 位置 付け られ て いま す 。 また 、 へ スー を 生 語 ニコ ナー カッ 還 人 0 千 の れ の 笛 半 て う ゃ で さ の 国人 小 あ 応 
児島 大 学 に は 国内 有数 の スタ ッ フ 数 を 誇る 宇宙 グル 所 同時 計 用 体 き に ま た 折 間 し 自生 きま 介 と 
ー プ が あり 、 国 立 天文 台 と 協力 し て 薩摩 川内 市 の 入 来 分 合 下 た も は も の 前 が 具 人 人 押 合わ 長け 
に VERA 入 来 局 と 1m 赤 外線 滑 針 を 、 ま た 錦江 湾 公 JAXA、 国 立 天文 台 、 鹿 児島 大 学 、 鹿 児島 人 工 衛星 ノム で 世 介 3 計り 加 て が わ 全 3? 赴 避 せな で 
園 に は 日 本 初 の ミリ 波 望 遠 鏡 と し て 多く の 成果 と 人 材 を 発 協議 会 の 4 者 に 無償 で 提供 いた だ ける こと に な り まし 4 選 皿 52 り 道 梁 何 人 で 兄 を いん 化 史 必 和 を る % 昌 る 
残し た 6m ア ン テ ナ を 運用 し て いま す 。 また 、 鹿児島 人 た 。 民間 出資 な が ら 入 場 料 は 無料 。 展示 内 容 は 出展 者 MM 
衛星 開 発 協議 会 や 県 内 の 企業 が 協力 し て 開発 し た で ある 上 記者 と 事務 局 で ある 天文 館 宇宙 ビル か ら 選 ] ラテ 日 まし 太 業 才 で 加 は デ ま トト ゆあ 。 ウキ キス 
超 小 型 衛星 「 ハ ヤ ト 」 (KSAT ) は 2010 年 5 月 に H-IA ば れ た 企画 委員 会 (私 も その 一 員 で す ) に よっ て 検討 さ O 由 プレ WW f る の 日 危 骨 際 人 和 せり 国 症 も 大 
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を 目指 し て 進行 中 で す 。 で 約 90mt と 狭い こと か ら 、 総 花 的 な 事業 紹介 に は こだわ 大 用 さぁ 1 る 邊 骨 』 6 すし うる 人 すま も 
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宇宙 を も っ と 身近 に アン テ ナ シ ョ ッ プ と し て 旬 な 情報 の 発信 拠点 に 特 化 し て る 観 望 提 夫 重力 す 人 な 道 将 な 大 amp 央 1 ( | 
いま す 。 JAXA か ら は 最大 110dB ま で 出せ る ロケ ッ ト 打 人 エ 天 党 ) は 隆 如 突 間 ど る 街 る 診 C も ? 在 テ ノ リ ! 中 和 石 
この よう な 背景 か ら 、 鹿 児島 を も っ と 宇宙 で 盛り 上 げ る ち 上 げ 音 響 体験 シス テム の ほか 、 事 業 紹介 の 映像 や H- 介 で 半量 ET の 」 肖 人 イ を た タラ ら は 
た め の 情 報 発信 を 進め よう と 、 明 時 館 跡 地 で 老舗 の うな TA ロケ ッ ト な どの 模型 、 パ ネル を 中 心 と する 小 規 模 な 展 上 - 遇 還 還 較 と う 防 ぐ ? 
ぎ 専 門 店 「 未 よし 」 を 営む 奥山 博 哉 さん が 2012 年 9 月 示 を 提供 し て いま す 。 特に ロケ ッ ト 打ち 上 げ 音 響 体験 シ やや 光 す りら 」 か デ 監 す の < 
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れ 提供 し て お り 、 明 時 館 の 由来 に 関す る コー ナー も あり を 低 ] 人 肝 十 借 い て る = 
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上 : 売 店 も 充実 し て ぉ り 、JAxA 還 論 に が ら よ り 良い 姿 を 目指 し ます 。 この 宇宙 情報 館 の 存在 を 品 . 滞 及 主 電 。 専 門 は 電波 天文 学 、 ぁ あす や すい ま 間 遇 を 宇宙 機 応用 工学 研究 系 
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賞 の 名 称 主催 ( 賞 を 授与 する 団体 ) 受 覚 日 受賞 者 ・ 団 体 受賞 内 容 
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2013 年 夏 、 日 本 が 誇る 3 つの 宇宙 輸 
送 機 が 打ち 上 げ ら れ ま す 。 日 本 の 技 
術 の 粋 を 結集 し 、 国 除 宇 宙 ス テー ショ 
ン へ 物資 を 届け る 補給 機 「 こ う の と 


: [は や ぶさ 」 小 是 探 衣 機 の 地球 小惑星 信和 生成 に 対す る 功績 が 認め られ た 

: 神奈 川 県 の イメ ー ジ アッ プ に 貢献 し た 

: ・ 地 球 、 月 の スウ ィング バイ と 大 陽 潮 汐 力 を 活用 し た 款 道 操作 技術 を 開発 し た こと 
・ 火 星 探 査 機 「 の そ み ] の 那 行 を 、 地 球 を 2 回 スウ ィング バイ させ る 

: 代 区 を 考 寄 し て 復旧 させ た こと 
・「 は や ぶ き 」 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ と し て 、2010 年 に 、 
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り 」。 その 「 こ う の と り 」 を 地上 か ら 宇 [PRIDE OF P EE _ 8 ド 8 世界 初 の 小惑星 サン プル リタ ー ン ミッ ショ ン を 達成 させ た こと IE ず 2 
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(前 田 真紀 、 和 田 恵一 、 山 本 統 史 ) 
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